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看護師の医療事故へのおもいに関する研究の現状と
課題-医療安全の歴史的変遷を踏まえて-
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数 1 年目から 6 年目と年数が少ない看護師ほど報告件
数が多いことを公表している（日本医療機能評価機構 , 
2016）。
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このような背景の中で、多くの看護職員が「医療事
故を起こさないか不安」というおもいを抱えており、特














































































































国医療の質委員会 / 医学研究所が公表した「To Err Is 
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ントを経験した看護師（年齢 24 歳～ 30 歳の看護師







































































































（2006）の研究では 24 歳～ 30 歳を研究協力者として
いたが、研究協力者の半数以上は退職していた者であ
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